
女性デジタル人材・女性起業家育成事業 【日野町】

【実情】
女性のデジタル人材育成プランを実行したところ、年齢に関係なく
デジタルの知識向上に興味を持たれていることが分かった。
【課題】
デジタル人材育成プランに着手したところであり、さらなる周知・広
報を行い、参加者の増加による女性の所得向上につなげる必要
がある。

地域の実情と課題

• 町内企業・事業所
• ハローワーク東近江
• 日野町商工会
• マザーズジョブステーション

連携団体

事業参加者へのデジタルスキルの理解に関する内容を含めたア
ンケートやヒアリング等を通じて把握する必要があるが、追跡調査
の難しさが課題である。また、労働力不足に悩む企業への接続に
ついて整理を行う必要がある。

今後の課題

事業による女性の復職者、就労者の増加数：1人
セミナー受講者数：12人
女性のデジタル人材の育成等を通じたキャリアアップの後押しを
行い、女性の所得向上や経済的自立を目的にＳＮＳ・ソーシャルメ
ディアを活用し、広報力向上につなげることができた。

事業の効果

【目的】
デジタル技術の発達と普及が進む今日、デジタルの知識を身につ
け、就労時における仕事の選択肢を広げるとともに、さまざまな雇
用形態も選択でき、働き続けられる環境を目指す。
【目標】
事業による女性の復職者、就労者の増加数：12人
セミナー受講者数：30人

目的・目標

デジタル分野でのスキルの習得や女性起業家の育成についての
セミナーを開催し、柔軟な働き方を選択することができるよう、学習
機会を提供し、就労・起業へつながるよう、商工会やハローワーク
等と連携し支援を行う。

事業の特徴

個別事業費 420 千円

交付金額 315 千円

事業番号 ２



事業の概要

• 女性デジタル人材・女性起業家育成事業

デジタル社会に対応していく中で、女性がテレワーク等の柔軟な働き方を選
択できるよう、デジタル分野でのスキルの習得や女性起業家の育成について
のセミナーを開催し、女性の就労を支援する取り組みとする。

▼セミナーの様子

▼セミナーのチラシ
合計参加者12名
グループワークを多く取り入れたことで参加者
同士が互いに情報共有をする姿が見受けられ
た。
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